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委員会審査報告書  

 

本委員会に付託された事件の審査結果を宗像市議会会議規則第１１０

条の規定により報告します。 

 

記 

 

第 107号議案 宗像市観光物産館の指定管理者の指定について 

 

本案は、宗像市観光物産館の指定管理者の指定をするに当たり、地方自

治法の規定により、議会の議決を求めるものである。 

 

【審査内容】 

明らかになった主な事項は次のとおり。 

１ 施設の名称  宗像市観光物産館 

２ 団体の名称等 株式会社 道の駅むなかた 

         代表取締役 中村
なかむら

 忠彦
ただひこ

 

         宗像市江口１１７２番地 

３ 指定の期間  平成２８年４月１日から平成３２年３月３１日まで 

４ 平成２７年４月１日より、株式会社まちづくり宗像から、株式会社道の 

 駅むなかたへ社名変更を行っている。 

５ 平成２５年度より、市も各団体（宗像農協、宗像漁協、宗像市商工会、

宗像観光協会）と同額の１００万円を出資し、第三セクター方式での運

営に変更。３期目も引き続き非公募で指定するものである。 

６ 産業振興の推進のため、３期目の業務内容に、交流の促進に関する基盤

整備の研究（道の駅を拠点とした観光交通体系、観光事業）、物産直売

所出品者の後継者育成対策等を盛り込み、更なる市事業との連携・協力

の強化を行う。 

７ 組織体制については、平成２６年度から、総務・企画部門と販売部門の

２部門体制とし、従来の管理運営に加え、イベントの企画や新商品の開

発等に力を入れている。 

８ 指定管理候補者の選定結果では、開館から現在まで、集客数や売り上げ

が年々増加しており、管理及び運営は順調であると評価されている。 

 

【審査結果】 

委員会は、全員賛成で原案のとおり可決した。 

 

 

第 108号議案 宗像市農業委員会の選挙による委員の定数等に関す

る条例を廃止する条例について 

 

第 109号議案 宗像市農業委員会の委員及び農地利用最適化推進委

員の定数に関する条例の制定について 

 

この２議案は、農業協同組合法等の一部を改正する等の法律が施行され

ることに伴い、宗像市農業委員会の条例について、関連があるため、一括

して審査を行った。 

 

【審査内容】 

 明らかになった主な事項は次のとおり。 

１ 農業委員の公選制は廃止され、市長が議会の同意を得て任命することと

し、市長は農業者等に対し委員候補者の推薦を求めるものとする。 

２ 農業委員会は、新たに、農業委員とは別に農地利用最適化推進委員を委
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嘱することとし、農地等の利用最適化推進のための活動を行う。 

農業委員と農地利用最適化推進委員の定数はともに１２人とする。 

 

〔第 108号議案〕 

【意  見】 

（反対意見） 

・企業が農業に参入すると土地が転用される不安がある。宗像の農業、土

地利用を守っていくためには、従前のように公選制を適用した農業委員

の選出という形は、民主主義を保障するという観点からも残すべきであ

る。 

 

【審査結果】 

委員会は、賛成多数で原案のとおり可決した。 

 

〔第 109号議案〕 

【審査結果】 

委員会は、賛成多数で原案のとおり可決した。 

 

 

 

 

 

 

 


